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お 話 を 聞 い た 人
佐賀県立 名 護 屋 城 博 物 館

学芸員・ 飯 田 周 恵 さ ん

学芸員の実習を受けた時に面白そう！と思ったこ
とがきっかけで今の仕事に就いた飯田さん。実際
に会ってみたい戦国武将は石田三成と大谷吉継。
「智将として名高い二人に、どんな気持ちで関ヶ
原の戦いに臨んだのかを聞いてみたい」 第 1 陣 「 堀 秀 治 陣 跡 」
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ビ ギ ナ ー の 方 に こ そ 見 て ほ し い 、

堀 秀 治 1 6 歳 の

青 春 の 陣 跡。
名護屋城博物館の学芸員は調査担当と企画担当がいま

す。私は企画担当なので、ビギナーの方向けに堀秀治

陣跡をチョイスしました。この陣跡は発掘調査の結果

をふまえ、かなり詳細に復元・保存されており、見た

目にも当時の姿がイメージしやすいことが最大の特徴

です。堀秀治は今でいう福井県・北ノ庄の大名なん

ですが、16 歳の時に約 6000 人の配下を連れてこの

場所に参陣しています。この 10 万㎡の丘陵にいくつかの

曲輪を作っていまして、実際に堀秀治が生活していた

空間や、公的なスペース、そしてお茶室や能舞台など

文化交流の様子を伝える空間が多数見つかっています。

今回より始まった「はじまり
の名護屋城」ミニ刊行物
zine@（じんあっと）、第1
号の今回は学芸員の飯田さん
に堀秀治陣跡を案内しても
らった。飯田さん、この陣跡
のおススメのポイントは？
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この陣跡の特徴の１つとして、石垣はあまりなくて、

防御のための設備は空堀や土塁などが中心となってい

ることが挙げられます。なぜ出兵のための拠点なのに

防御のための設備が必要かというと、この時代の人た

ちは直前までお互いに戦をしていたからではないで

しょうか。そういう人たちが一カ所に集められている。

だから正直何があるか分からないので、お堀とか石垣

とかは必須だったんじゃないかなと。本能寺の変みた

いなことが起きないとも限らないわけですし。でもこ

の堀陣跡を見ると、この堀秀治って人はそれほど危機

意識を持っていなかったんじゃないかなとも思いま

す。１６歳という年齢がそうさせたのか、もしかした

ら自分自身が朝鮮に出兵するという発想自体があまり

なかったのかもしれません。それよりも、全国各地か

らたくさんの有力大名たちが集まってきていたので、

ほかの大名たちと仲良くなるチャンスと考えたのかも

しれないですね。

◀飛び石

茶室▶

昨 日 の 敵 も 、 今 日 は 友 。

能 舞 台 に 仕 掛 け ら れ た

ス テ レ オ ？

実際にこの堀陣跡に残っているものとして、飛び石で

つながっている複数のお茶室と能舞台の跡が見つかっ

ています。この陣跡は、ほかの陣跡と違って、当時の

石を露出させたまま建物部分を舗装して保存している

ので石が動いたりするのを防ぐと同時に、当時の建物

がイメージしやすくなっています。能舞台の跡の地面

がくぼんでいる部分は、発掘調査で穴が見つかった場

所で、音響のための甕が置かれていた可能性がありま

す。これは上の能舞台でどんと足を踏んだ時の音を響

かせるための仕組といわれ、今でも用いられています。

当時秀吉が能にハマっていたので、諸大名たちもご機

嫌取りとかの意味も込めて能に励んでいたんでしょう。



この堀さんは 31 歳で亡くな
っていているの

ですが、

その父親も早逝
していて、だか

らもしかしたら
生き急

いでいたのかも
なぁとか空想し

てしまいます。
実際に

高校生を授業で
この場所に連れ

てきて説明した
りもす

るのですが、自
分たちと同じ 16 歳の若者が、

この場

所でお茶をした
り、能をやって

いたりという部
分に特

に食いついてく
れます。秀吉が

堀秀治に向けて
「代わ

りを置くので国
元に帰っていい

ぞ」と書いた書
状が名

護屋城博物館に
あるのですが、

自分がここまで
手をか

けた場所をほか
の人に明け渡す

とかもどういう
気持ち

だったんだろう
なぁ、とか。正

直、堀秀治って
、徳川

家康とか前田利
家とかに比べて

マイナーじゃな
いです

か。でも私はそ
の分、どういう

人だったんだろ
うなぁ

とか想像してみ
るのが好きで。

若くしてお茶を
やって

たり能舞台を自
分で作ったり、

あとどんなルッ
クス

だったのかなと
か。もちろん、

女性としては 16 歳の

美男子であって
ほしいとは思い

ます（笑）。

お勧めの季節は春。

特にこの陣跡は

散策気分で歩きやすいので、

女性にもおススメですね

気 に な る 堀 秀 治 の 素 顔 。
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名古屋陣之図（佐賀県立名護屋城博物館蔵）


